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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡画像に関連したデータを入力する入力装置と、
　前記入力されたデータを保持するメモリと、
　前記内視鏡画像と前記データとを相互に関連付けて記録する不揮発記録媒体と、
　ユーザの注意を喚起する注意喚起手段とを備え、
　前記注意喚起手段は、内視鏡画像の記録の時間間隔を測定するタイマを備え、前記時間
間隔が所定時間に達したときにユーザの注意を喚起する
　ことを特徴とする電子内視鏡用画像記録装置。
【請求項２】
　内視鏡画像に関連したデータを入力する入力装置と、
　前記入力されたデータを保持するメモリと、
　前記内視鏡画像と前記データとを相互に関連付けて記録する不揮発記録媒体と、
　ユーザの注意を喚起する注意喚起手段とを備え、
　前記注意喚起手段は、内視鏡画像の記録の時間間隔を測定するタイマを備え、前記時間
間隔が所定時間に達したときにユーザの注意を喚起する
　ことを特徴とする電子内視鏡用映像信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は内視鏡画像とこれに関連するデータを記録し得る電子内視鏡用画像記録装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
電子内視鏡装置によって患者の体内の画像を撮像する際には、その画像に関連する患者名
、患者ＩＤ、医師、撮像年月日等のデータを記録しておく必要がある。
従来の電子内視鏡用画像記録装置においては、撮像画像に関連して記録すべきデータを１
度入力すると、データを更新しない限り、その後の画像についても同一データが記録され
た。これによってデータが共通の場合にはデータ入力を省略できるという利点があったが
、データを更新すべきときに更新を怠ると、古いデータがそのまま記録されてしまった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
すなわち従来の電子内視鏡用画像記録装置は撮像画像に関するデータの記録に際して、誤
ったデータが記録される可能性があった。
【０００４】
本発明はこのような従来の問題点を解消すべく創案されたもので、データの更新忘れを防
止し得る電子内視鏡用画像記録装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置は、内視鏡画像に関連したデータを入力する入力
装置と、入力されたデータを保持するメモリと、内視鏡画像とデータとを関連付けて記録
する不揮発記録媒体と、データを更新すべき可能性があるときに、ユーザの注意を喚起す
る注意喚起手段とを備える。これによってデータの更新忘れを防止し得る。
【０００６】
また本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置において、注意喚起手段は、画像記録の時間
間隔を測定するタイマを備え、その時間間隔が所定時間に達したときにユーザの注意を喚
起するものであってもよい。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の実施形態を図面に基づいて説明する。
【０００８】
［第１実施形態］
図１は本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の第１実施形態を、電子内視鏡システムと
ともに示すブロック図である。
電子内視鏡用画像記録装置３００は、電子内視鏡用プロセッサ（映像信号処理装置）２０
０およびモニタ４００に接続され、電子内視鏡用プロセッサ２００は可撓性挿入部を有す
るスコープ１００によって生体内部の画像等を取り込む。
【０００９】
スコープ１００は、例えば面順次方式によって画像を撮像する。面順次方式の場合、内視
鏡部にはキセノンランプ等の白色光源（図示せず。）が設けられ、この白色光源からの光
を、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の回転カラーフィルタによって３原色の照明光に順次
変換する。照明光はスコープ先端から器官内部等に照明される。スコープ１００の先端に
はＣＣＤからなるイメージセンサ（図示せず。）が設けられ、被写体のＲ、Ｇ、Ｂ各色の
反射光を受けて、１フレーム分のＲＧＢの画素信号に光電変換する。１フレーム分の各色
の画素信号はイメージセンサから順次読み出される。
電子内視鏡用プロセッサ２００においては、ＲＧＢ画素信号に対してガンマ補正処理、ホ
ワイトバランス補正処理等の改善処理を施し、さらに同期信号を付加してＲＧＢコンポー
ネントビデオ信号を生成するとともに、ＲＧＢの画像信号から輝度信号と色差信号とを生
成し、これら輝度信号および色差信号に複合同期信号を混合してコンポジットビデオ信号
を生成する。ＲＧＢビデオ信号およびコンポジットビデオ信号（これらを画像信号ＩＭＳ
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で示す。）はそれぞれ映像出力端子、第１ビデオ出力端子から画像記録装置３００に出力
される。
モニタ４００は、電子内視鏡用プロセッサ２００から電子内視鏡用画像記録装置３００に
入力された画像、あるいは電子内視鏡用画像記録装置３００に記録されている画像を表示
する。
【００１０】
画像信号ＩＭＳは画像記録装置３００のアナログ・デジタル変換部３１０に入力されてデ
ジタル信号に変換される。アナログ・デジタル変換部３１０はバス３２０に接続され、さ
らにバス(データバス)３２０には、文字重合処理及び画像表示処理部３３０、不揮発記録
媒体３４０、操作部３５０、マイコン３６０、メモリ３７０、時計ＩＣ（タイマ）３８０
が接続されている。
【００１１】
操作部３５０はキーボード、マウス、フットスイッチ、タッチパネルその他の入力装置で
あり、画像信号ＩＭＳによって入力された画像に関連したデータを、例えば文字データと
して入力する。また電子内視鏡用画像記録装置３００の動作、例えば不揮発記録媒体３４
０の書き込み、読み出しその他の動作を制御する。
不揮発記録媒体３４０は画像およびこれに関連したデータを記録する。不揮発記録媒体３
４０としてはＭＯ、ＣＤ－ＲＷ、ハードディスク、ＺＩＰその他の大容量媒体が使用され
る。
メモリ３７０は電子内視鏡用画像記録装置３００のメインメモリであり、ＲＡＭ（ランダ
ム・アクセス・メモリ）により構成される。操作部３５０から入力された、画像に関連す
るデータは一旦メモリ３７０に保持される。
マイコン３６０は画像記録装置３００全体を制御する。マイコンはＲＯＭ（リード・オン
リ・メモリ）を有し、内蔵プログラムを読み出して実行し、所望の画像、文字や図形を読
み出してモニタ４００に表示するように制御する。
文字重合処理及び画像表示処理部３３０はモニタ４００に接続され、画像信号ＩＭＳによ
って入力された画像や不揮発記録媒体３４０に記録された画像をモニタ４００に表示する
。さらに文字重合処理及び画像表示処理部３３０は、表示すべき画像と種々の文字フォン
ト、図形等を重ね合わせてモニタ４００に表示する。表示すべき文字フォント等は操作部
３５０からの入力に対応してＲＯＭから読み出され、あるいはプログラムの制御によって
ＲＯＭから読み出される。
タイマ３８０は画像記録の時間間隔を測定し、更新の可能性を判断するための条件を与え
る。マイコン３６０はタイマ３８０の計測時間を見て更新可能性を判断し、必要に応じて
ユーザの注意を喚起する処理を実行する。マイコン３６０とタイマ３８０は、このような
ユーザの注意を喚起するための注意喚起手段３８５を構成する。
【００１２】
図２はマイコン３６０によって実行されるデータ記録の処理を示すフローチャートである
。データ記録の処理は以下のステップＳ２０１～Ｓ２０９よりなる。
【００１３】
［ステップＳ２０１］
電子内視鏡用プロセッサ２００から画像信号ＩＭＳが入力された状態で、操作部３５０か
ら画像記録命令を発すると、ステップＳ２０１以下の処理が割り込み処理として開始され
、デジタル信号に変換された画像信号が不揮発記録媒体３４０に記録される。
［ステップＳ２０２］
タイマ３８０は１回の画像記録の完了時から時間計測を開始しており、前回の画像記録完
了から所定時間以上経過している否かを判断する。なお、この所定時間は、操作部３５０
などを用いて操作者が目的に合わせて予め設定することができる。
【００１４】
［ステップＳ２０３］
ステップＳ２０２で、前回からの時間間隔が所定時間に達していると判断されたときは、
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警告メッセージを表示し、ユーザの注意を喚起する。図１のモニタ４００にメッセージＭ
ＥＳとして示すように、例えば「データを更新しますか」等のメッセージを撮像画像とと
もに表示する。画像表示処理部３３０はこのときの画像と文字の重ね合わせの処理を行う
。
【００１５】
［ステップＳ２０４］
ステップＳ２０３の警告に対してユーザは操作部３５０によって回答し、この回答に応じ
た分岐が為される。
ユーザの回答としては「変更不要」、「直ちに変更」、「後で変更」が用意されており、
「変更不要」のときにはステップＳ２０７に移行し、「直ちに変更」のときにはステップ
Ｓ２０５に移行し、「後で変更」のときにはステップＳ２０６に移行する。
【００１６】
［ステップＳ２０５］
ステップＳ２０４でユーザが「直ちに変更」と回答したときは、新しいデータを受付ける
状態となる。ここでユーザが操作部３５０から新しいデータ、例えば患者名、患者ＩＤ、
ユーザ名（医師名）、撮像年月日等を入力すると、メモリ３７０に保持されたデータが新
しいデータに更新される。その後ステップＳ２０７に移行する。なおメモリ３７０のデー
タは更新を実行しない限り、画像記録装置３００の電源オフ時までそのまま保持される。
【００１７】
［ステップＳ２０６］
ステップＳ２０４でユーザが「後で変更」と回答したときは、メモリ３７０に保持された
データをクリアする。その後ステップＳ２０７に移行する。データの変更は画像記録の処
理の終了後に、別途操作部３５０の操作によって行う。
【００１８】
［ステップＳ２０７］
ステップＳ２０４でユーザが「変更不要」と回答したとき、あるいはステップＳ２０５、
Ｓ２０６の完了後には、ステップ２０７にて、メモリ３７０に保持された画像に関連する
データが、記録した画像に対応づけられて不揮発記録媒体３４０に保存される。
【００１９】
［ステップＳ２０８］
ここでタイマ３８０を停止し、計時をリセットし、再始動する。ここから次の画像記録ま
での時間間隔の測定が開始される。
［ステップＳ２０９］
以上の処理の終了後、メインルーチンに戻る。
【００２０】
以上のように、画像記録に際して、前回の画像記録からの時間間隔に基づいてユーザの注
意を喚起するので、ユーザのデータ更新忘れを防止することができる。
【００２１】
［第２実施形態］
図３は本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の第２実施形態を示すブロック図である。
第２実施形態では、電子内視鏡用画像記録装置３００は、不揮発記録媒体３４０を除く部
分が電子内視鏡用プロセッサと一体化され、一方不揮発記録媒体３４０は外付けタイプと
されている。
【００２２】
第１実施形態におけるアナログ・デジタル変換部３１０、文字重合処理及び画像表示処理
部３３０、操作部３５０、マイコン３６０、メモリ３７０、タイマ３８０が電子内視鏡用
プロセッサ２００と一体に構成され、不揮発記録媒体３４０は外付けタイプとされている
。一体に構成された装置を、ここでは電子内視鏡用プロセッサ１０００とする。図中、映
像信号処理部２２０は第１実施形態の電子内視鏡用プロセッサ２００の映像信号処理部分
に対応する。
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【００２３】
電子内視鏡用プロセッサ１０００にはスコープ１００が接続された映像信号処理部２２０
が設けられ、この映像信号処理部２２０はアナログ・デジタル変換部３１０および画像表
示処理部３３０に接続されている。第１実施形態と同様、画像表示処理部３３０にはモニ
タ４００が接続されている。
【００２４】
アナログ・デジタル変換部３１０および文字重合処理及び画像表示処理部３３０はバス３
２０に接続され、さらにバス３２０には、操作部３５０、マイコン３６０、メモリ３７０
、タイマ３８０が接続されている。不揮発記録媒体３４０はＳＣＳＩその他の高速インタ
ーフェース３９０を介してバス３２０に接続されている。第１実施形態と同様、タイマ３
８０とマイコン３６０とによって注意喚起手段３８５が構成される。
【００２５】
このように電子内視鏡用プロセッサ１０００に本来の撮像画像処理機能に加えて画像記録
処理ための機能を持たせ、一方不揮発記録媒体３４０を外付タイプとすることも可能であ
る。第２実施形態は、第１実施形態と同様の効果を奏するとともに、不揮発記録媒体３４
０を選択でき、また高性能の機器に更新し得る。
【００２６】
［第３実施形態］
図４は本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の第３実施形態を示すブロック図である。
第３実施形態では、第１実施形態における電子内視鏡用プロセッサ２００から、画像信号
ＩＭＳの他に、データ通信信号ＤＣＳを電子内視鏡用画像記録装置３００に出力する。
【００２７】
画像記録装置３００は、アナログ・デジタル変換部３１０、文字重合処理及び画像表示処
理部３３０、不揮発記録媒体３４０、操作部３５０、マイコン３６０、メモリ３７０、タ
イマ３８０をバスに接続してなり、さらにバス３２０には、データ通信インターフェース
５００が接続されている。データ通信インターフェース５００は電子内視鏡用プロセッサ
２００からの種々のコマンドを電子内視鏡用画像記録装置３００内で受信可能とし、電子
内視鏡用プロセッサ２００から電子内視鏡用画像記録装置３００を遠隔操作し得る。
【００２８】
ユーザはモニタ４００を観察しながら電子内視鏡２００のみを操作すれば、内視鏡画像記
録、関連データ記録、画像読み出し、書き込みその他の全ての操作を実行でき、極めて操
作性が良好である。
【００２９】
【発明の効果】
以上のとおり、本発明によれば、撮像画像に関連したデータの更新忘れを防止し得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の第１実施形態を示すブロック図である
。
【図２】同実施形態のデータ記録の処理を示すフローチャートである。
【図３】本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の第２実施形態を示すブロック図である
。
【図４】本発明に係る電子内視鏡用画像記録装置の第３実施形態を示すブロック図である
。
【符号の説明】
１００　スコープ
２００、１０００　電子内視鏡用プロセッサ
２２０　映像信号処理部
３００　画像記録装置
３１０　アナログ・デジタル変換部
３２０　バス
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３３０　文字重合処理及び画像表示処理部
３４０　不揮発記録媒体
３５０　操作部
３６０　マイコン
３７０　メモリ
３８０　時計ＩＣ（タイマ）
３８５　注意喚起手段
４００　モニタ
５００　データ通信インターフェース

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：防止忘记更新拍摄图像上的数据。解决方案：图像信号
IMS被输入到图像记录器300的模数转换器310，并被转换为数字信号。
转换器310连接到总线310.此外，字符叠加处理和图像显示处理单元
330，非易失性记录介质340，操作单元350，微计算机360，存储器370
和时钟IC（计时器）380是计时器380测量记录图像的时间间隔，并赋予
判断更新可能性的条件。微计算机360和计时器380构成注意呼叫装置
385，用于呼叫用户的注意力。
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